
本診断は、資料収集・現場調査の結果を受け、（財）日本建築防災協会 

「木造住宅の耐震診断と補強方法」により、補強の要否の診断を行う。 

補強の実施を決めた場合、補強後の耐震性の確認は、同じくこの診断方法 

を実施することにより行う。 
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資料収集・整理 

現地調査 ①地盤、地形調査 

②基礎調査 

配置図・各階平面図 

伏図･軸組図作成 

現地調査は壁・床・天井・屋根

等の剥し調査を行い、筋交いの

仕口部･梁の接合部の寸法・劣

化状況の調査を行う。 

調査個所は床面積 50 ㎡に 

各 1 か所以上調査を行うこと 

①  一般診断法 

②  精密診断法 1 

③  精密診断法 2 

③-1 保有水平耐力計算による方法 

③-2 限界耐力計算による方法 

③-3 時刻歴応答計算による方法 

参考図書（財）日本建築防災協会 

「木造住宅の耐震診断と補強方法」 

補強の必要性あり 

補強設計 

補強後の耐震性の検討 

（診断＋補強） 

 可 

ＥＮＤ 補強工事 
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